
Ｒ４ 保健体育科 スポーツ探究科 

科目名 スポーツⅡ 単位数 １ 必修選択 必修 

教科書  

副教材 アクティブスポーツ（大修館書店） 

 

教科・科目の内容 

○ゴール型 

＜バスケットボール（３年前半）＞ 

シュート、パス、ドリブルの基本的な技能を身につけ、個人の技能に応じた戦術や作戦を学ぶ。ま

た、ルールを理解し、練習・審判方法を学習し、試合・試合運営ができるようにする。 

＜アルティメット（３年後半）＞バックハンドスロー・フォアハンドスロー・アップサイドダウン

スローの技術を習得するとともに、セルフジャッジにおけるルールの熟知と適切な判断をもとに楽

しく、かつ、ハードにゲーム展開ができるようにする。 

 

日常生活や将来とのつながり 

球技の技能を身につけ、個人の技能に応じた戦術や作戦を用いて攻防を展開する中で、運動する

ことの楽しさを感じることができます。また、自己に適した目標や課題を設定して練習に取り組

み、課題を解決していくことで、日常生活での問題解決の能力の向上につながります。球技では、

ルールを守ること、相手を尊重する行動や気持ち、仲間とのコミュニケーションが大切です。社会

生活でも求められる資質を身につけることにつながります。球技を通して、運動に対する興味関心

や意欲を持ち、競技の特色を理解し、卒業後も継続していきたいと思う気持ちを持ち、生涯にわた

って健康的な生活を送ることができるようにするために積極的に取り組もう。 

 

この授業の学習方法(予習と授業の関わり) 

生涯スポーツの１つと位置づけ、各種目の技術習得を始め、成り立ち、歴史、ルールを理解し、 

積極的・自主的に取り組もう。 

個人又は、集団としての技術、戦術等を学習し、技術・試合分析、指導方法、試合開催の仕方等 

を理解し、公正・安全に、球技型スポーツの楽しさ、奥深さを実感できるようにしましょう。 

 

到達目標   

球技の専門的な理解と高度な技能の習得を目指した主体的、合理的、計画的な実践を通して、自己の

課題を解決できるようにするとともに、生涯を通してスポーツの振興発展にかかわることができる資質や能

力を育てる。 

 

評価の観点（評価方法） 

① 関心・意欲・態度（行動観察） 

球技の学習に主体的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け止め、競技のルールや審判の判定を

遵守しようとする。また、公正、協力、責任、参画などの意欲を高め、安全に留意する。 

② 思考・判断・表現（行動観察・授業ノート） 

 自己の課題を解決するとともに、課題の設定や情報の分析、活動の振り返り、目標の修正や練習計画の

組み立てなどができるようにする。 

③ 技能（チェックテスト） 

個人の技能に応じて戦術、作戦を重視した攻防を展開できるようにする。 

ボール操作では、ボールを保持したり相手をかわしたりすることができる。 

ボールを持たないときに、空間に走り込んだり仲間をサポートいたりすることができる。 

④ 知識・理解（行動観察・授業ノート） 

技術、戦術、作戦およびその高め方、合理的な練習法や練習計画の立て方、体力の高め方、課題解決

の方法、審判法や競技会の企画・運営の仕方などを理解することができるようにする。 

 

 

 



【年間指導計画】 Ｒ４ 保健体育科 スポーツ探究科 

指導学年 科目名 
単位

数 
教科書名（出版社） 副教材名 

３年 スポーツⅡ １  アクティブスポーツ（大修館書店） 

 

学

期 
学習内容 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

評価の観点 

関 思 技 知 

一

学

期 

 

 

（バスケットボール） 

基本技術（シュート、パス、ドリブル）

の習得 

 

 
シュートについて理解し、基本技術として習得する。 
パスについて理解し、基本技術として習得する。 
ドリブルについて理解し、基本技術として習得する。 
各自の課題を見つけ、解決の方法を考える。 

〇 〇  〇 

 

ルールの理解と試合の運営 

 

 
ルールについて理解し、試合が運営できるようにする。    〇 

 

戦術の理解と実践 

 

ゲーム 

 

 
確率の高いシュートを打つために、ボールを操作し、ボールを持
たないときに空間に走り込むことが出る。 
ディフェンスでは、マンツーマンディフェンスとゾーンディフェンス
について理解する。 
基本技術に基づいてゲームをする。 
個人の役割を意識して、仲間と協力してゲームができる。 

〇 〇 〇 〇 

 

チェックテスト 

 

 
基本技術についてのチェックテスト 

 

  〇  

二

学

期 

 

ゲーム 

 
個人およびチームの課題の解決を目指す。 
戦術を重視したゲームを展開する。 
 〇 〇 〇 〇 

 

アルティメットの基本技術 

・スロー＆キャッチ 

・パスドリル練習 

・ディフェンスの種類と方法 

・ルール理解 

・チェックテスト（スロー） 

・ゲーム 

 
スローの種類について理解し、基本技術として習得する。 
パスドリルでスローの修練・キャッチの仕方など基本技術として習
得する。 
ディフェンスの方法を理解し、安全に技術を学ぶことができる。 
ルールについて理解し、試合が運営できるようにする。 
基本技術についてのチェックテスト 
 
各自の課題を見つけ、解決の方法を考える。 
 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

      

三

学

期 

 

ゲーム 

 

 

チェックテスト（試合運営） 

 
個人およびチームの課題の解決を目指す。 
戦術を重視したゲームを展開する。 
ルールについて理解し、試合が運営できるようにする。 
 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

      

 

 

備考 
 


